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つ
か
上
る
豫
想
亀
田
の
８
口
昌
冒
）
か
ら
活
動
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
知
性
的
活
動
者
の
活
動
に
よ
っ
て
生
す
る
結
果
の
全
類
似
性
が
、

か
上
る
活
動
者
の
諜
想
の
う
ち
に
既
に
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
為
。
こ
の
先
在
し
豫
想
さ
れ
る
も
の
が
目
的
（
曽
爾
）
で
あ
為
。
然
し
自

「
凡
ゆ
る
活
動
者
へ
四
ｍ
ｇ
の
）
は
自
然
的
本
性
（
口
四
目
目
）
に
よ
っ
て
か
或
は
知
性
（
旨
甫
匡
①
。
首
の
）
に
よ
っ
て
活
動
す
る
。
」
（
め
．
。
．

ｃ
，
旨
．
函
）
自
然
的
活
動
者
は
行
爲
を
な
す
場
合
、
そ
の
行
爲
に
よ
っ
て
生
す
る
結
果
よ
り
も
先
に
そ
の
結
果
の
類
似
性
が
活
動
者
に
於

て
既
に
存
在
し
て
ゐ
る
。
知
性
的
活
動
者
は
行
爲
に
よ
っ
て
到
逹
す
る
所
の
も
の
な
前
以
っ
て
考
へ
て
（
卑
幽
の
８
月
昔
閂
①
）
活
動
し
且

マ
ル
チ
ン
・
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
は
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
ト
マ
ス
は
彼
の
倫
理
學
に
於
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
ニ
コ
マ
ス
倫
理
學
』

左
内
容
豊
符
に
、
且
つ
巧
妙
に
取
扱
っ
た
。
」
（
営
．
（
営
一
〕
ョ
旨
．
《
弓
｝
］
・
冒
儲
く
○
．
倉
匡
ヨ
の
．
冨
唾
）
「
然
る
に
人
が
ト
マ
ス
倫
理
學
を
単
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
思
想
の
模
扇
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誤
謬
で
あ
ら
う
ｏ
」
（
旨
〔
一
・
の
．
息
哩
）
私
ほ
か
Ｌ
る
グ
ラ
ー

プ
マ
ン
の
見
解
の
證
明
付
け
と
し
て
、
そ
の
手
姑
め
に
ト
マ
ス
倫
理
學
の
出
發
鮎
で
あ
る
幸
源
論
を
追
求
し
、
ト
マ
ス
倫
理
學
の
理
解
の

端
初
と
し
た
。

聖
ト
マ
『
〈
の
幸
細
論
序
挽

聖
ト
マ
ス
の
幸
幅
論
序
説

一
、
目
的
７
と
善’

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ
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然
的
活
動
者
は
他
の
も
の
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
目
的
に
向
ふ
（
蔚
呂
⑦
Ｈ
①
）
が
、
知
性
的
活
動
者
は
自
ら
の
行
爲
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

た
目
的
へ
向
ふ
の
で
あ
る
。
「
從
っ
て
凡
ゆ
る
活
動
者
は
目
的
の
爲
に
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
言
ｇ

蓋
し
、
如
何
な
る
活
動
者
で
あ
れ
、
目
的
へ
向
ふ
と
は
限
定
さ
れ
た
或
る
も
の
（
角
冒
口
＆
号
蔚
吋
日
旨
“
冨
日
）
に
向
ふ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
限
定
さ
れ
た
或
る
も
の
と
は
そ
の
活
動
者
に
適
合
す
る
も
の
（
８
口
ぐ
①
己
①
口
切
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
善
（
ｇ
ロ
匡
日
）
で
あ

る
。
又
目
的
は
、
活
動
者
や
他
遂
動
か
す
も
の
（
日
。
ぐ
８
ｍ
）
や
動
か
さ
れ
る
（
目
。
日
日
）
所
の
も
の
の
欲
求
（
§
ロ
①
胃
匡
の
が
そ
れ
に
於
て

靜
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
欲
求
左
絡
脆
（
庁
の
両
日
言
質
①
）
さ
せ
静
止
さ
せ
る
も
の
が
善
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
善
は
凡
ゆ
る
も
の

が
欲
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
凡
ゆ
る
行
爲
（
國
昇
ざ
）
と
運
動
（
日
○
目
の
）
は
善
の
爲
に
あ
る
ｏ
そ
れ
故
に
「
凡
ゆ
る

活
動
者
は
善
の
爲
に
活
動
す
る
。
」
含
其
冒
．
由
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
」
で
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
凡
ゆ
る

技
術
、
凡
ゆ
る
研
究
、
同
様
に
叉
凡
ゆ
る
行
爲
や
選
擦
は
何
ら
か
の
善
を
希
求
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
Ｓ
ｃ
鳥
『
）
ｏ
そ
れ
故
に
善
（
『
窪
‐

首
悪
ら
と
は
凡
て
の
も
の
の
希
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
た
（
計
ｍ
ｅ
営
息
「
。
）
の
は
正
し
い
こ
と
で
あ
る
。
」
（
圃
二
］
．
『
骨
．
津
．
閂
．

（
雄
１
）

邑
饅
。
割
．
《
ｇ
、
〕
・
唇
『
員
）
つ
一
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
」
は
蔑
人
に
肯
定
さ
れ
た
か
Ｌ
る
杵
遡
命
題
よ
り
出
發
し
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
活
動
者
が
目
的
へ
向
ふ
と
は
善
へ
向
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
日
的
と
善
と
は
密
接
に
結
ば
れ
て
居
り
、
剛
考
な
世
換
へ

て
も
差
支
へ
な
い
程
で
あ
る
。
ト
マ
ス
の
か
＆
る
目
的
論
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
從
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
然
し
ト
マ
ス
は

而
肌
に
こ
の
フ
ー
コ
マ
ス
倫
理
學
」
の
言
業
に
從
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
ト
マ
ス
の
股
附
し
た
ス
コ
ラ
學
的
目
的
論
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
そ
れ
と
は
異
っ
て
ゐ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
仙
界
の
目
的
が
善
な
り
」
と
す
る
彼
の
目
的
論
は
ギ
リ
シ
ャ
正
統
派
打
學
の
仰
統

で
あ
る
が
、
ト
マ
ス
の
目
的
論
は
刺
造
（
９
①
呉
冒
）
の
問
題
と
密
接
な
聯
關
記
持
つ
も
の
で
あ
る
。
創
造
の
意
義
註
想
起
し
て
み
れ
ば

こ
の
黙
は
細
け
る
。
即
ち
「
辨
物
（
Ｈ
①
⑳
）
の
差
別
（
臼
鼻
冒
ｇ
ご
）
と
多
（
日
ロ
旨
冒
目
）
は
榊
で
あ
る
第
一
能
動
者
の
志
向
（
冒
蔚
具
旨
）

梨
ト
マ
ス
の
幸
祁
諭
序
批
韮
○
九

■
１
曲
Ⅲ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
’
１
１
。
！
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
‐
■
■
１
１
鮎
凹
！
■
！
■



小
▼

！

蠣
卜
マ
ス
の
幸
肺
柿
序
批
五
一
○

に
よ
り
生
ず
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
榊
は
自
ら
の
善
性
（
ｇ
日
日
、
）
註
被
造
物
に
賊
興
し
（
８
日
日
巨
日
８
門
①
）
且
つ

被
進
物
に
よ
っ
て
自
ら
の
善
性
を
現
は
す
（
間
①
買
い
の
の
①
日
貨
①
）
た
め
に
郡
物
還
存
在
せ
し
め
、
し
か
し
て
一
つ
の
被
進
物
に
よ
っ
て
は

榊
の
善
性
が
充
分
に
現
は
さ
れ
為
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
榊
は
多
数
（
日
巳
国
）
に
し
て
多
種
多
様
（
白
く
①
吊
幽
）
の
被
造
物
遊
産
出

（
甲
○
号
。
①
『
①
）
し
た
か
ら
で
あ
る
。
」
ａ
・
己
一
・
胃
》
（
一
・
島
、
弾
・
］
・
刃
・
）
今
度
は
逆
に
、
そ
の
結
果
た
る
被
進
物
と
し
て
の
凡
ゆ
る
活
動
者
は
そ

の
源
た
る
肺
の
善
性
滋
目
的
と
し
て
目
折
し
肺
に
通
へ
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
「
そ
の
場
合
そ
れ
が
自
己
の
本
猟
（
原
理
的
原
初
”

勺
片
言
ｏ
昔
日
日
）
に
通
肺
す
る
時
妓
も
先
全
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
ａ
．
Ｃ
Ｑ
罠
怠
）
例
へ
ぱ
そ
れ
は
凹
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
回
は
起

黙
よ
り
進
み
、
そ
の
進
み
終
っ
た
黙
は
そ
の
起
黙
と
一
致
す
る
。
そ
れ
故
に
肌
は
並
も
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
ト
マ
ス
の
究
極

目
的
急
昌
の
匡
屋
日
吊
）
は
、
榊
の
善
性
で
あ
る
雌
高
善
と
一
致
し
て
來
る
こ
と
に
な
る
。
と
Ｌ
に
ト
マ
ス
の
目
的
論
は
ア
リ
ス
ト
｜
プ
レ

ス
の
目
的
論
と
異
り
、
創
造
と
善
Ⅱ
目
的
と
の
鞘
接
な
聯
關
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

ト
マ
ス
に
し
て
も
ア
リ
ス
ト
テ
ス
に
し
て
も
目
的
と
善
と
は
同
意
語
に
解
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
目
的
と
善
と
は
ト
マ
ス
で
は
史
に
存
在

（
①
の
印
①
）
に
根
ざ
し
て
ゐ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
凡
ゆ
る
活
動
、
行
爲
や
通
勤
は
或
る
仕
方
で
存
在
に
對
し
て
秩
序
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
ら
の
も
の
に
於
て
は
動
か
す
も
の
と
動
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場
合
動
か
さ
れ
る
も
の
は
可
能
態
（
宮
誌
具
冨
）
に
あ
る
が

た
め
現
涜
態
（
胃
日
切
）
へ
向
ふ
の
で
あ
る
。
動
か
さ
れ
る
も
の
が
現
蛮
態
と
た
れ
ば
な
る
程
現
賓
的
と
な
り
、
現
疫
的
に
な
れ
ば
な
る

程
一
屑
存
在
性
を
帯
び
來
り
、
從
っ
て
一
肝
完
全
と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
存
在
と
云
ふ
こ
と
は
可
能
態
で
は
な
く
て
現
衝
態
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
然
る
に
凡
ゆ
る
活
動
者
は
可
能
態
か
ら
現
蜜
態
へ
、
即
ち
存
在
へ
向
っ
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
が
、
存
在
へ
向
ふ
と
云
っ
て
も

◆

二
、
存
在
、
善
、
真
理
と
目
的

‐
、
ｑ
ｌ
ｌ
ｊ
』
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
’
１
，
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
ｌ



完
全
な
存
在
（
①
ｍ
仰
の
己
①
『
符
ａ
目
日
）
へ
川
ふ
の
で
あ
る
。
「
悪
と
云
ふ
も
の
は
現
変
性
滋
峡
如
す
る
可
能
態
（
も
。
計
①
昌
旨
烏
動
ｇ
①
ロ
の
画
面

鼬
口
目
）
に
於
て
見
出
さ
れ
る
Ｊ
」
ａ
ｎ
．
。
旨
．
画
）
然
る
に
善
と
は
現
疵
態
で
あ
る
。
現
蛮
態
と
は
存
在
で
あ
っ
た
ｏ
そ
如
故
に
あ
る
も

の
は
そ
れ
が
存
在
す
る
限
り
善
き
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
存
在
そ
の
も
の
が
善
の
性
格
を
帯
び
て
來
る
。
と
＆
に
凡
ゆ
る
活
動
者
が
完

全
な
る
存
在
へ
向
ふ
と
は
完
全
な
る
善
へ
向
ふ
こ
と
ｋ
た
り
悪
託
避
け
る
こ
と
に
た
る
。
悪
荘
避
け
る
こ
と
Ｌ
善
を
欲
求
す
る
こ
と
は
同

一
の
概
念
に
脇
す
る
。
そ
れ
故
に
「
蓮
動
す
る
も
の
や
活
動
す
る
も
の
は
通
勤
す
る
こ
と
＆
活
動
す
る
こ
と
に
於
て
善
を
意
Ⅲ
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
」
言
三
己
．
望
惹
し
、
宇
愉
の
多
数
に
し
て
多
種
多
様
の
被
造
物
の
存
在
は
肺
の
創
造
に
よ
る
被
造
物
の
階
梯
（
智
昌
ロ
リ

が
宇
耐
で
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ト
マ
ス
は
そ
の
こ
と
託
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
榊
の
知
性
は
唯
一
の
も
の
職
産
出
し

た
場
合
よ
り
も
、
宇
柑
の
階
梯
の
多
く
の
被
造
物
左
派
出
す
る
場
合
の
方
が
一
屑
完
全
に
自
ら
逓
現
は
す
の
で
あ
る
。
」
弓
苞
胃
験
）
か

＆
る
宇
怖
の
存
在
の
階
梯
は
善
の
階
梯
左
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
妓
高
の
存
在
は
榊
で
あ
り
、
刺
が
嫡
高
善
で
あ
る
。
か
く
し
て

下
位
の
目
的
か
ら
上
位
の
目
的
へ
の
上
昇
が
あ
る
。
か
く
下
位
の
和
對
的
目
的
の
源
来
た
る
究
極
目
的
滋
頂
上
と
す
る
側
的
の
段
階
が
あ

る
と
同
様
に
、
諸
善
も
そ
の
瓶
鮎
た
る
妓
高
善
に
上
外
す
為
陪
梯
左
示
す
。
し
か
し
て
祁
滋
妓
高
存
在
と
す
る
存
在
の
陪
梯
は
、
最
高
善

を
目
的
と
す
る
善
の
階
梯
と
な
る
。
そ
れ
故
に
「
存
在
の
階
梯
は
善
の
階
梯
を
意
味
す
る
」
と
は
、
佃
仙
の
階
梯
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

る
。
「
存
在
新
は
そ
の
内
而
的
椛
造
に
基
い
て
仙
仙
的
な
も
の
註
意
味
す
る
。
」
ｓ
，
〕
胃
『
》
昌
一
ｏ
冒
餌
い
８
コ
倉
戸
言
．
の
．
卓
旨
．
）
か
く
し
て

弓
存
在
と
善
は
艸
世
さ
れ
る
（
８
旨
ぐ
①
鼻
目
言
己
』
と
云
ふ
存
在
論
的
原
理
は
倫
理
學
に
於
て
も
成
立
す
る
。
」
言
己
．
、
、
占
函
）
乙
埋
に

於
い
て
刺
造
、
存
在
、
善
、
目
的
は
相
互
に
辮
接
な
開
係
遼
も
つ
の
で
あ
る
。

再
び
Ｈ
的
と
善
に
立
ち
遼
っ
て
史
に
こ
の
問
迦
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
善
と
目
的
は
凡
ゆ
る
活
動
者
の
中
で
最

高
の
意
味
に
於
て
知
性
的
活
動
者
に
關
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
知
性
的
活
動
蒜
に
於
て
は
意
志
と
知
性
が
あ
っ
て
、
目
的
と
善
は
一
般

奴
ト
マ
ス
の
幸
祁
諭
序
鮎
．
五
一
一

P
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聖
ト
ー
、
ス
の
幸
祁
描
序
碇
五
一
二

的
に
云
へ
ぱ
殊
に
意
志
に
關
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ト
マ
ス
の
場
合
に
於
て
は
剛
者
は
如
何
に
開
係
す
る
の
で
あ
る
か
。
知
性
と
意
志
は

別
の
も
の
で
は
な
く
同
じ
精
榊
（
目
自
助
）
に
於
け
る
特
殊
能
力
（
ぐ
胃
匡
の
ｇ
①
。
厨
房
）
で
あ
っ
て
、
「
知
性
が
本
性
的
、
必
然
的
に
第

一
原
理
に
執
論
し
て
ゐ
る
様
に
意
志
は
究
極
目
的
に
執
論
し
て
ゐ
る
。
」
命
．
弓
戸
胃
ゞ
〔
一
・
笛
、
勢
過
．
ご
叉
知
性
は
虞
と
侭
を
、
意
志
は
善

‐
と
悪
と
転
對
象
と
す
る
。
「
こ
の
場
合
意
志
の
對
象
で
あ
る
善
の
意
錐
と
本
愛
は
知
性
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
。
知
解
さ
れ
た
善
が
意
志
を

動
か
す
と
云
ふ
意
味
に
於
て
、
無
條
件
的
（
臥
日
且
自
前
託
）
自
慨
的
Ｓ
の
Ｈ
の
①
）
に
は
知
性
は
意
志
よ
り
卓
越
し
、
意
志
は
目
的
の
爲
に

の
み
知
性
を
動
か
す
と
云
ふ
意
味
に
於
て
、
條
件
的
（
閉
。
目
目
日
呂
箆
）
附
帯
的
ｇ
①
Ｈ
鼬
８
画
①
ロ
叩
）
に
は
意
志
は
知
性
よ
り
唯
越
し

て
ゐ
る
ｏ
」
あ
．
Ｃ
Ｏ
・
旨
．
畠
《
餌
ゴ
〕
白
・
Ｐ
篭
↑
謹
駒
．
と
ト
マ
ス
の
か
、
る
思
想
左
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
は
次
の
如
く
云
っ
て
ゐ
る
。
「
ト

マ
ス
は
そ
の
二
つ
の
精
祁
能
力
、
即
ち
幡
性
（
知
性
）
と
意
志
の
評
恢
比
較
に
於
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
主
知
主
義
荘
承
繼
し
た
。
」
（
富
．

腎
三
〕
ニ
ョ
コ
コ
《
、
国
５
９
画
い
く
○
．
湾
〔
一
昌
弓
切
匡
苧
然
し
知
性
と
意
志
は
〃
ひ
に
包
含
し
合
ひ
（
８
胃
旨
の
愚
）
、
從
っ
て
厩
と
善
も
瓦
ひ
に
包

含
し
合
ふ
こ
と
に
な
る
。
「
何
故
な
ら
ば
知
性
は
意
志
が
欲
す
る
と
云
ふ
こ
と
を
知
解
し
（
旨
旦
僑
①
馬
）
意
志
は
知
性
が
知
解
す
る
こ
と

を
欲
す
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
、
善
は
そ
れ
が
知
解
さ
れ
た
或
る
厩
な
る
も
の
で
あ
る
限
り
眞
の
下
に
含
ま
れ
、
風
は

そ
れ
が
考
察
さ
れ
た
或
る
善
で
あ
る
限
り
善
の
下
に
含
ま
れ
る
。
」
ａ
．
国
〕
白
｝
今
闇
．
画
．
〃
一
⑲
且
．
ご
ト
マ
ス
の
か
Ｌ
る
考
へ
よ
り
し
て

眞
（
ぐ
①
日
日
）
は
善
の
性
絡
を
帯
び
、
善
は
餌
の
性
絡
詫
辮
ぴ
て
来
る
。

（
註
ゅ
こ

次
に
混
（
ぐ
①
目
日
）
と
存
在
（
①
閉
①
）
と
の
關
係
は
如
何
に
た
る
の
で
あ
る
か
。
嵐
と
は
、
「
存
在
者
（
ｇ
叩
）
へ
の
知
性
の
適
合
滋
眞
な

る
名
稲
が
示
す
の
で
あ
る
。
」
ｅ
岫
罵
『
冒
一
の
、
〔
一
．
］
、
鍾
息
．
ご
こ
れ
は
知
性
が
存
在
者
に
相
鯉
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
雌
は

蔀
物
（
Ｈ
の
の
）
と
知
性
（
ご
話
馬
ｏ
言
い
）
と
の
對
等
（
Ｐ
８
ｇ
ｐ
胃
５
）
と
云
は
掘
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
眞
理
（
ぐ
⑦
国
薗
切
）
と
は

蔀
物
と
知
性
と
の
適
合
（
８
具
ｏ
Ｈ
Ｂ
』
冨
叩
）
乃
至
對
等
と
云
ふ
乙
と
で
あ
る
。
」
言
ｇ
し
か
し
て
「
知
性
の
興
理
と
は
辨
物
が
あ
る
が
ま

’
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Ⅲ
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咽
４
１
１
１
１
１
ｆ
ｒ
ｊ
ｌ
Ｉ
７
ｌ
０
１
‐
Ⅱ
１
１
１
１
６
‐
Ｉ
Ⅱ
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●

、

＆
に
存
在
す
る
こ
と
が
知
解
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
」
命
．
目
一
白
』
〔
一
．
駅
、
幽
当
．
且
画
）
「
厩
理
論
」
・
第
一
論
題
第
一
攻
解
需
に
よ
れ
ば
、
．

（
姓
祁
）

「
興
理
と
は
邪
物
と
知
性
の
對
等
で
あ
る
」
と
の
定
義
を
是
認
す
る
の
は
、
形
柑
的
に
（
昏
吋
日
幽
岸
①
品
）
に
「
眞
」
の
概
念
（
魂
胃
旨
）
駐
完

成
す
る
所
の
も
の
に
從
っ
て
で
あ
る
。
叉
同
書
に
よ
れ
ば
、
「
腫
理
は
存
在
す
る
所
の
も
の
が
そ
れ
に
上
っ
て
示
さ
れ
る
所
の
も
の
で
あ

（
駐
紐
壹
ノ
ー
）
（
排
４
ノ
ヅ
ョ
）

る
」
の
定
錠
や
、
「
眞
と
は
存
在
者
左
明
白
に
し
て
あ
ら
は
す
も
の
な
り
」
の
定
錐
を
承
認
す
る
の
は
、
眞
な
る
も
の
が
随
伴
す
る
結
果

（
舵
Ｐ
〃
）
コ
ト
ワ
リ

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
又
「
虞
と
は
存
在
す
る
も
の
な
り
」
と
の
定
錐
左
肯
定
す
る
の
は
、
腫
理
の
理
（
吋
胃
ご
）
に
先
立
つ
且
つ
そ
の
中

に
風
が
基
礎
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
所
の
も
の
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
か
く
し
て
極
（
ぐ
①
目
白
）
は
存
在
（
①
、
、
①
）
の
性
格
を
帯
び
、
存
在
は
眞

理
の
性
格
溌
辮
ぴ
て
來
る
っ
然
る
に
混
と
善
と
に
は
夫
友
相
互
の
性
格
が
あ
っ
た
。

乙
Ｌ
に
存
在
、
虞
、
善
の
三
着
が
夫
女
相
互
の
性
格
を
帯
び
て
来
た
。
同
じ
佃
庭
の
反
駁
論
に
對
す
る
解
客
第
五
に
上
れ
ば
、
榊
に
於

い
て
は
存
在
、
眞
、
善
乙
れ
等
に
史
に
一
（
呂
巨
日
）
が
Ｉ
榊
は
一
な
る
も
の
で
あ
る
ｌ
加
ほ
り
凹
若
が
一
致
し
て
一
つ
に
な
っ
て
來
る
。

榊
の
場
合
は
無
條
件
的
に
（
、
冒
巨
目
蔚
託
）
四
者
が
一
つ
で
あ
る
が
、
知
性
的
活
動
者
の
場
合
は
そ
の
四
者
の
一
致
の
仕
方
が
不
完
全

で
あ
る
の
で
條
件
的
（
の
①
。
目
旨
日
呂
昼
）
に
一
つ
で
あ
る
と
云
へ
る
。
か
Ｌ
る
四
者
の
一
致
は
四
者
が
夫
糞
相
互
に
世
換
へ
ら
れ
る
こ

と
滋
意
味
す
る
。
ト
マ
ス
は
こ
れ
滋
「
艸
世
」
（
８
口
ぐ
①
晶
四
は
Ｏ
）
と
云
ひ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
異
る
特
色
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
は
「
形
而
上
學
書
」
（
両
．
隼
“
一
・
Ｓ
）
に
於
い
て
、
「
瓜
と
し
て
の
存
在
」
（
己
讐
胃
壁
茎
片
）
と
云
ふ
言
葉
は
、
見
ら
れ

は
す
る
が
虞
と
存
在
と
の
艸
世
は
語
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

ト
マ
ス
に
於
て
は
第
一
に
し
て
妓
商
の
興
理
た
為
祁
の
押
栽
が
、
床
出
の
原
因
原
理
と
な
っ
て
榊
の
善
性
を
充
分
に
現
は
す
た
め
に
宇

宙
の
様
だ
の
被
造
物
左
産
出
し
た
。
從
っ
て
「
知
性
の
み
が
祁
の
蕃
性
花
認
識
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
」
あ
．
。
。
目
主
）
か
上
る
創

造
説
に
よ
り
、
か
上
る
知
性
的
被
進
物
は
就
中
人
川
で
あ
る
と
規
定
し
、
同
時
に
布
、
木
、
動
物
の
如
き
知
性
の
な
き
質
料
的
、
物
総
的
被

取
ト
マ
ス
の
幸
祁
諭
序
挽
五
一
三
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●

、

型
ト
マ
ス
の
幸
祁
諭
序
説
五
一
四

造
物
の
世
界
と
天
使
の
如
き
非
硬
料
的
、
純
粋
雛
的
仙
界
と
の
限
界
鮎
に
立
つ
も
の
と
し
て
人
間
誼
位
世
せ
し
め
て
ゐ
る
。
「
人
間
は
す

べ
て
被
造
物
の
名
榊
で
理
解
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
人
間
は
石
と
共
に
存
在
を
、
木
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
、
動
物
と
共
に
感
兇
す
る
こ

と
滋
、
天
使
と
共
に
知
解
す
る
こ
と
を
持
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
Ｐ
冒
苛
巨
三
吻
昌
冒
月
９
．
×
閏
．
９
頁
．
ご
そ
れ
故
に
「
知
解

す
る
こ
と
が
知
性
的
蜜
髄
（
、
号
切
冨
胃
冒
冒
厨
房
ｏ
言
巴
嵌
）
の
固
有
の
働
き
（
目
の
円
呉
さ
）
で
あ
り
、
」
（
い
ｐ
ｐ
目
．
蹟
）
か
と
る
知

性
的
浅
髄
た
る
人
間
の
み
が
知
性
淀
通
じ
て
肺
に
到
逹
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
に
人
間
の
雌
高
の
完
全
も
あ
り
得
る
。
何
故
な
ら

ば
人
間
は
肺
の
智
栽
記
原
因
と
し
て
そ
の
応
出
の
結
果
で
あ
り
、
人
間
は
知
解
す
る
こ
と
に
於
て
榊
よ
り
出
で
、
刺
に
蓮
蹄
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
時
人
間
は
鮫
も
完
全
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
人
間
の
目
的
は
榊
で
あ
る
。
「
刺
を
知
解
す
る
こ
と
（
冒
蔚
晨
帰
境
①

ロ
①
屋
日
）
が
知
性
的
被
進
物
の
目
的
で
あ
ら
れ
ば
な
ら
な
い
Ｏ
」
（
旨
〔
一
．
昌
．
甥
）
祁
は
並
高
善
、
蛾
高
存
在
、
妓
高
腫
理
で
あ
る
の
で
肺

を
目
的
と
す
る
こ
と
は
榊
を
究
極
目
的
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
祁
の
認
識
（
８
習
冨
Ｃ
ｓ
ぐ
旨
四
）
が
ｌ
肺
を
知
解
す
る
こ
と
ｌ

人
間
の
究
極
目
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
人
珊
、
ま
た
如
何
た
る
知
性
的
蛮
鵬
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
も
の
の
究
極
目
的
は
幸
禰
爲
巴
目
‐

（
縦
６
〉

冨
叩
）
或
ひ
は
淨
禰
ａ
の
画
冒
且
○
）
と
柵
せ
ら
れ
る
。
何
故
左
ら
ぱ
と
れ
が
凡
ゆ
る
知
性
的
奮
總
が
究
極
目
的
と
し
且
つ
自
ら
の
た
め
に

の
み
欲
求
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
ｏ
」
（
旨
（
』
．
旨
．
誤
）
か
く
し
て
ト
マ
ス
に
於
て
は
人
間
の
究
極
的
幸
珊
禽
呂
９
国
の
巨
写

啓
日
“
９
日
目
の
）
は
、
第
一
厩
理
の
認
識
、
祁
の
認
識
、
即
ち
肺
を
知
解
す
る
こ
と
で
あ
る
ｏ
か
上
る
究
極
的
幸
耐
を
究
概
目
的
と
す
る

こ
と
に
於
て
、
厩
、
善
、
存
在
の
三
者
は
一
つ
の
も
の
と
し
て
滿
足
さ
れ
て
来
る
。

今
や
、
凡
ゆ
る
活
動
者
が
目
的
、
へ
向
ふ
と
云
ふ
こ
と
よ
り
出
發
し
た
こ
の
↑
論
及
は
、
凡
ゆ
る
活
動
考
の
ら
ち
、
知
性
に
よ
る
活
動
者
殊

に
人
間
に
於
て
は
そ
の
究
極
目
的
は
肺
を
知
解
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
こ
に
人
間
の
究
極
的
幸
研
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
到
逹
し
た
の
で

あ
る
。
從
っ
て
人
間
の
究
極
目
的
は
究
極
的
幸
州
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
我
左
は
幸
叩
そ
の
も
の
の
問
題
に
立
ち
入
り
、
そ
こ
よ
り
人



三
幸
幅
の
性
格

△
・

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
幸
幅
な
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
幸
脈
（
、
ｓ
胃
苫
尽
負
）
は
善
の
数
の
中
に
入
れ
ら
れ
な
い
程
の
最
も
望
ま

し
き
も
の
（
副
ミ
『
Ｓ
喧
冒
、
『
Ｓ
的
目
色
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
ｏ
」
（
］
三
一
．
昌
っ
．
Ｐ
割
．
邑
葛
．
一
〕
弓
）
「
し
か
し
乍
ら
正
し
く
最
高
善
が
（
３

句
、

§
へ
ｑ
刊
。
定
）
幸
禰
で
あ
る
と
は
誰
に
で
も
一
致
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
注
語
っ
て
ゐ
る
、
こ
の
こ
と
は
明
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
ｏ
」
言
昼
．

ミ

ァ
ヨ
．
邑
弓
．
一
）
．
鴇
‐
圏
）
即
ち
幸
禰
は
妓
高
善
で
あ
る
。
史
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
幸
耐
を
説
明
し
て
、
「
幸
派
こ
そ
完
全
な
、
自
足
的

（
副
食
ｍ
Ｓ
上
汽
負
へ
§
閏
冒
、
ヘ
）
な
或
る
も
の
で
あ
り
、
諸
行
爲
の
終
励
目
的
（
可
聖
。
ハ
）
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
、
」
（
言
〔
一
．
労
．
『
．
］
ｇ
訓
．
一
〕
・
邑

夕
〕
、

ｌ
巴
）
と
述
べ
て
ゐ
る
。
幸
幅
は
他
物
丞
俟
つ
こ
と
な
く
し
て
、
常
に
そ
れ
自
髄
に
望
ま
し
き
も
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
場
合
に
も
他
の

も
の
の
故
に
望
ま
し
き
も
の
で
な
い
が
如
き
先
全
な
、
自
足
的
な
も
の
で
あ
り
、
諸
凌
の
善
に
は
比
較
出
來
な
い
絶
對
的
善
な
の
で
あ

る
。
乙
型
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
幸
柵
、
善
、
目
的
の
三
者
の
辮
接
な
關
係
が
あ
る
。
ト
マ
ス
ほ
か
母
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
の
線

に
浴
ひ
午
ら
赦
高
善
の
内
奔
即
ち
幸
稲
と
は
何
で
あ
る
か
と
典
慨
的
問
題
よ
り
問
ふ
て
行
く
。

（
鋤
に
再
Ｊ
）

折
學
築
成
ａ
．
。
。
冒
・
閏
‐
麓
）
及
び
祁
畢
柴
成
金
．
昌
一
．
胃
‐
Ｆ
〔
一
画
』
《
ご
遂
み
る
と
、
一
般
的
に
善
は
外
的
善
と
内
的
善
に
分

け
ら
れ
る
。
先
づ
外
的
善
の
中
の
肉
慨
の
善
よ
り
幸
脈
の
追
求
花
姑
め
る
。
肉
僻
の
善
と
は
健
康
、
容
姿
の
美
、
弧
他
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
も
の
は
不
淡
定
（
旨
の
冨
匡
房
）
、
の
た
め
に
幸
脈
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
例
へ
ぱ
健
燦
の
者
も
病
氣
に
な
る
が
如
く
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
名
群
は
（
９
口
目
）
は
自
ら
の
う
ち
の
（
旨
管
呂
日
）
働
き
で
は
な
く
て
他
人
の
示
す
尊
敬
左
俟
つ
た
め
に
自
ら
に
對
す

る
（
且
甘
い
ロ
日
）
働
き
で
あ
る
。
從
っ
て
名
器
は
自
足
的
ｇ
①
Ｈ
、
①
の
ロ
副
ａ
ｇ
ｍ
）
な
も
の
で
は
な
い
。
又
名
粋
に
は
あ
る
悪
が
從
ふ

「
梨
卜
マ
ス
の
幸
祇
諭
序
碗
」
玉
一
五

間
の
究
極
的
幸
稲
滋
追
求
し
て
見
よ
う
。

｜
｜
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｣

「
梨
卜
寺
ス
の
幸
祁
諭
序
識
」
五
一
六

た
め
に
、
悪
と
弔
粋
は
和
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
型
る
名
粋
は
幸
祁
に
安
岱
し
な
い
。
希
朧
（
巴
自
国
）
は
人
の
批
誰
（
厨
匡
叩
）
や
評

判
（
註
日
脚
）
を
俟
つ
た
め
に
自
足
的
で
は
た
く
、
且
つ
希
雛
は
鍵
化
的
（
日
日
号
匿
巴
で
あ
り
、
而
も
名
騨
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る

の
で
幸
祁
に
該
岱
し
な
い
。
術
は
不
本
意
に
（
旨
ぐ
ｏ
冒
昌
胃
芦
の
）
火
は
れ
た
り
、
宙
の
准
将
に
満
っ
て
は
運
角
日
日
愚
）
が
妓
大
の
場
所

逆
占
勘
↓
る
の
で
あ
り
、
叉
術
は
悪
に
も
到
る
の
で
術
に
も
幸
脈
は
な
い
。
仙
体
的
椛
力
（
ｇ
誌
、
国
の
日
匡
目
自
画
）
は
唯
力
ｇ
ｏ
扇
島
ｇ

で
あ
っ
て
、
善
で
も
悪
で
も
な
き
可
能
的
存
在
で
あ
る
の
で
幸
祁
に
は
不
適
徴
で
あ
る
。
か
く
し
て
外
的
善
に
は
幸
胴
は
蔽
い
こ
と
に
な

（
雄
６
）

る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
浴
ふ
ト
マ
ス
が
以
上
の
如
き
外
的
稗
と
幸
耐
の
關
係
か
ら
し
一
」
、
幸
脈
の
性
格
を
安
定
的
で
あ
り
、
自
足
的
で

あ
り
や
完
全
な
る
現
涜
態
で
あ
り
、
完
全
な
る
善
で
あ
っ
て
運
に
晩
さ
な
い
も
の
と
し
て
特
色
付
け
ん
と
す
る
こ
と
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
〆

の
幸
州
に
對
す
る
考
と
一
致
し
て
ゐ
る
。

次
に
内
的
善
に
は
感
受
的
善
と
知
性
的
稗
が
老
へ
ら
れ
る
。
感
挺
的
善
は
肉
鶴
的
快
樂
ａ
の
一
の
只
算
ざ
８
９
○
国
房
）
で
あ
る
。
そ
れ

は
食
物
や
性
慾
に
於
一
」
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
食
ふ
こ
と
は
肉
髄
の
保
持
が
目
的
で
あ
り
、
性
的
結
合
は
子
孫
の
生
成
が
目
的
で
あ
っ
て

肉
総
的
快
樂
が
究
極
的
目
的
で
も
な
い
。
又
肉
鵠
的
快
樂
は
節
制
す
る
人
に
於
て
善
性
が
生
じ
、
五
ひ
に
邪
厳
さ
れ
合
ふ
の
で
自
律
的

ｓ
胃
切
①
）
で
は
な
く
て
他
律
的
Ｓ
①
吋
巴
旨
ｅ
な
も
の
で
自
足
的
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
肉
髄
的
快
樂
に
は
幸
脈
は
な
い
。
荒
し
、
肉

髄
的
快
樂
は
人
間
が
感
鎚
に
從
っ
て
人
間
よ
り
低
い
辨
物
即
ち
感
礎
的
た
或
る
も
の
に
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
於
て
成
立
す
る
。
か
上
る
感

受
的
善
に
は
幸
耐
は
な
い
の
で
、
知
性
丞
妖
き
感
受
し
か
持
た
な
い
動
物
に
は
幸
禰
は
な
い
。
「
幸
慨
は
人
間
の
固
有
の
善
（
ｇ
口
巨
日

胃
○
頁
旨
日
）
で
あ
る
、
」
（
ぬ
．
。
．
。
、
旨
．
茜
）
と
ト
マ
ス
は
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
言
葉
が
如
何
様
の
意
味
で
云
は
れ
る
の
か
。
知
性
的
善

に
沙
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
性
的
善
と
し
一
』
先
づ
道
徳
的
働
き
８
℃
①
『
胃
５
日
○
国
房
）
に
於
て
ト
マ
ス
は
幸
脈
を
求
め
る
。
逝
徳
的
徳
の
善
（
ｇ
目
日
ぐ
胃
口
‐

｜

’



●

計
厨
日
ｏ
厨
房
）
は
理
性
に
よ
り
他
の
も
の
に
於
て
自
ら
建
て
ら
れ
た
或
る
も
の
（
ｇ
ｏ
＆
鼬
日
四
国
庁
ざ
ロ
①
旨
門
①
冒
叩
画
冨
叩
國
の
①
旨
‐

昌
言
白
日
）
で
あ
る
の
で
、
逝
徳
的
徳
の
善
は
幸
柵
に
償
ひ
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
理
性
そ
の
も
の
に
於
て
世
か
れ
た
善
が
自
艘
的
な
善

で
あ
つ
一
」
、
道
徳
的
徳
の
善
は
對
他
的
な
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
逝
徳
的
徳
は
理
性
的
で
は
あ
る
が
、
他
の
も
の
へ
秩
序
付
け

ら
れ
て
ゐ
る
ｏ
例
へ
ぱ
戦
争
に
於
け
る
剛
塊
の
働
き
は
勝
利
と
平
和
に
秩
序
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
唯
戦
ふ
こ
と
に
於
て
の
み
で
あ

れ
ぱ
蝋
か
な
こ
と
で
あ
る
。
又
正
義
の
働
き
と
雌
も
他
の
も
の
へ
即
ち
人
間
の
間
に
於
け
る
平
和
と
維
持
す
る
と
云
ふ
酷
」
と
に
秩
序
付
け

ら
れ
て
ゐ
る
が
如
き
で
あ
る
。
次
に
思
臘
（
冒
巨
①
具
国
）
に
就
て
で
あ
る
が
、
ト
マ
ス
は
思
胆
に
關
し
て
は
次
の
如
く
取
扱
ふ
の
で
あ

る
。
思
胆
の
行
爲
は
逆
徳
的
徳
に
脇
し
、
或
る
場
合
は
思
胆
が
そ
の
下
に
含
ま
れ
る
所
の
一
切
の
賓
践
的
認
識
（
８
唱
嵐
ｏ
）
は
働
き

（
ｇ
①
３
号
）
に
秩
序
付
け
ら
れ
、
又
或
る
場
合
に
は
思
臘
は
、
目
的
に
對
し
て
選
ば
れ
る
べ
き
所
の
も
の
に
、
よ
り
よ
く
人
間
記
闘
係

せ
し
め
る
の
で
、
思
胆
も
矢
張
り
他
の
も
の
に
對
し
て
秩
庁
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
技
術
ａ
筋
）
の
働
き
も
そ
の
目
的
は
作
ら
れ
た
も
の

（
胃
昌
圓
幽
冨
）
で
あ
る
の
で
他
の
も
の
に
對
し
て
秩
序
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
思
臘
に
も
技
術
に
も
幸
耐
は
な
い
。
從
っ
て
知
性

的
善
に
も
幸
脈
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
知
性
的
善
に
於
て
は
幸
脈
の
性
格
と
し
て
自
足
性
が
弧
調
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
上
の
如
き
ト
マ
ス
の
圭
鵬
の
性
絡
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
コ
ー
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
」
の
Ａ
巻
・
第
四
・
五
・
七
・
八
章
に
從
ひ
、
殊

に
自
足
性
急
閂
の
①
、
口
頭
目
①
具
冨
”
ロ
①
村
の
①
の
一
氏
言
呂
、
）
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
§
列
§
訂
八
の
老
に
從
ふ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

》
、

味
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
城
遊
脱
し
て
ゐ
な
い
が
、
こ
＆
に
於
諄
汪
意
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
場
合
、
ト
マ
ス
で
は
善
の
イ
デ

ア
に
誰
州
の
問
題
が
間
は
れ
て
ゐ
な
ど
巳
と
で
あ
る
。
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
」
Ａ
巻
第
六
章
で
は
、
肉
総
の
善
、
箱
群
、
肉
髄
快
樂
の

等
の
典
慨
的
な
蕃
き
も
の
の
他
に
猫
立
し
て
善
そ
の
も
の
、
或
ひ
は
善
の
イ
デ
ア
に
圭
州
が
間
は
れ
て
ゐ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
２
両
葉

に
よ
れ
ば
、
一
般
的
善
（
３
誤
卿
（
・
）
。
ｃ
”
国
一
］
．
ｚ
ｐ
衿
．
字
．
己
富
．
麹
．
巨
）
で
あ
り
、
即
ち
そ
れ
は
「
自
総
的
に
何
等
か
の
善
が
あ
っ
て
予

期
ト
マ
ス
の
幸
測
諭
序
説
五
一
七

’
迫
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『

恥
ト
マ
ス
の
幸
祁
諭
序
説
五
一
八

そ
れ
が
こ
れ
ら
（
肉
雛
の
善
、
名
粋
等
）
の
凡
ゆ
る
幹
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
善
た
る
の
原
閃
で
あ
る
」
食
誤
９
．
口
獣
い
ざ
（
＆

曽
弄
・
§
呵
沓
ｑ
零
』
鼻
§
＃
《
刑
３
３
緋
《
島
輿
箆
《
巨
戸
ｚ
ｅ
．
シ
』
．
邑
鼠
”
．
ｇ
所
の
も
の
で
あ
る
。
ト
マ
ス
で
は
、
・
フ
ラ
ト
ン
學
派

の
善
の
イ
デ
ア
花
意
味
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
琢
の
云
ふ
き
丙
星
食
。
こ
の
「
弐
口
舌
ざ
ど
の
喬
莱
の
み
に
稲
街
す
る
も
の
は
見
ら
れ
る
。

「
祁
學
集
成
」
第
二
部
第
一
第
二
論
題
第
八
狐
に
於
け
る
、
８
国
匡
昌
ぐ
①
吋
凰
ｓ
の
９
の
画
冒
『
胃
匡
日
（
被
進
物
の
全
杵
迦
性
』
、
ｇ
９
日

匡
冒
ぐ
①
厨
巴
①
（
杵
遡
的
善
）
、
ｇ
目
日
巨
昌
ぐ
①
刷
貝
宇
浦
の
善
）
や
、
ｇ
目
日
９
①
禺
匡
日
（
刺
逝
さ
れ
た
善
）
と
云
ふ
言
葉
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
善
は
皆
同
一
の
も
の
を
指
し
て
ゐ
る
が
、
か
＆
る
稗
の
名
稲
の
み
を
見
て
直
に
プ
・
ラ
ト
ン
の
云
ふ
稗
の
イ
デ
ア
で
あ
．

る
と
考
今
」
は
な
ら
な
い
。
か
き
る
善
と
善
の
イ
デ
ア
と
は
同
一
脱
さ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
佃
女
の
善
と
蒋
迩
的
善
（
一
般
的
善
）
と

の
關
係
に
對
す
る
ト
マ
ス
の
見
解
か
ら
こ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
霊
Ⅱ
迩
的
善
は
創
造
さ
れ
た
あ
る
も
の
に
見
出
さ
れ

る
の
で
は
な
く
て
、
祁
の
み
に
見
出
さ
れ
る
。
何
故
た
ら
ぱ
凡
ゆ
る
被
造
物
は
分
取
さ
れ
た
善
性
（
ｇ
己
冒
の
冨
昌
Ｃ
ｓ
四
国
）
左
も
つ
一
」

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
言
其
．
］
‐
Ｆ
〔
一
画
ゞ
壁
あ
．
ご
然
る
に
こ
の
分
地
さ
れ
た
善
と
は
脚
の
善
性
よ
り
分
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
‐

れ
に
仙
左
の
善
を
し
て
等
た
ら
し
め
て
ゐ
る
の
は
刺
の
稗
性
で
あ
る
ｕ
從
っ
て
佃
友
の
善
が
辨
姻
的
善
と
の
關
係
よ
り
も
、
榊
の
葬
性
と
ゞ

の
關
係
が
妓
高
の
意
味
に
於
て
深
い
の
で
あ
る
。
ト
マ
ス
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
愁
約
聖
書
稗
義
」
第
八
十
三
巻
第
四
十
六
未
で
、

論
す
る
所
の
「
プ
ラ
ト
ン
が
措
定
し
た
所
の
イ
デ
ア
の
代
り
に
凡
ゆ
る
被
進
物
の
理
披
（
汽
胃
さ
）
が
榊
の
糀
祁
の
う
ち
に
存
在
す
る
、
」

命
．
、
国
〕
ム
．
段
、
“
＆
．
ご
と
云
ふ
こ
と
花
肯
定
し
て
ゐ
る
ｊ
從
っ
て
ト
マ
ス
の
云
ふ
所
の
杵
迦
的
蕃
や
宇
柑
の
蕃
等
は
プ
ラ
ト
ン
の
善
の

イ
デ
ア
と
は
同
一
脱
さ
れ
な
い
。
か
く
杵
迦
的
善
は
蕃
の
イ
デ
ア
で
は
な
い
が
、
ト
マ
ス
は
こ
れ
遊
無
脱
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
意
志
の

對
象
と
見
倣
し
、
こ
れ
に
は
幸
禰
の
有
無
滋
問
ふ
て
ゐ
る
。
然
し
ト
マ
ス
は
か
＆
る
杵
迦
的
善
に
は
圭
州
は
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
即

も
』
寺

も
一
「
部
分
が
全
慨
に
比
較
關
係
せ
ら
れ
る
如
く
、
人
間
が
比
較
關
係
さ
れ
る
所
の
被
進
物
の
許
迦
性
が
究
極
目
的
で
は
な
く
て
詞
む
し
ろ

’
十
’
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
機
能
と
は
糒
紳
（
倉
尋
）
の
有
理
的
部
分
の
能
動
（
司
冒
可
へ
ミ
剤
へ
ｎ
「
ａ
き
『
号
野
冒
３
八
）
・

で
あ
る
。
人
間
の
機
能
が
ロ
ゴ
ス
に
即
し
て
の
乃
至
は
ロ
ゴ
ス
遊
妖
い
て
ゐ
な
い
が
如
き
糀
榊
の
活
動
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
人
間
の
善

と
は
人
間
の
徳
に
即
し
て
（
計
昂
、
§
削
言
）
の
、
ま
た
も
し
そ
の
徳
が
多
く
あ
る
時
は
雌
善
且
つ
雌
も
究
極
的
な
徳
に
即
し
て
（
汽
急
司
・
・

§
迫
§
へ
ｑ
ｇ
這
汽
月
鋤
呉
、
へ
。
乱
§
蓮
唇
の
尋
ど
の
糀
祁
の
活
動
で
あ
る
こ
と
に
な
る
ｏ
」
（
塁
］
．
ｚ
向
．
シ
罰
．
邑
勗
．
秒
．
畠
Ｉ
ぢ
）
然
る
に

〆
凹
、

「
幸
州
と
は
究
極
的
な
徳
に
即
し
て
の
釉
祁
の
或
る
活
動
で
あ
る
場
合
、
徳
に
就
い
て
の
老
察
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
ｏ
」
（
二
〕
昌
診
．
‐

（
蛇
帥
）

］
学
．
昌
皀
露
．
．
］
）
そ
れ
故
に
人
間
の
善
は
究
極
的
な
徳
に
印
し
て
の
糀
榊
の
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
が
幸
禰
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
＆
に

善
・
糀
祁
活
動
・
幸
祁
の
相
互
聯
關
が
得
ら
れ
る
。
然
ら
ば
こ
の
究
極
的
徳
と
は
何
で
あ
る
か
。
我
次
は
そ
の
前
に
人
間
的
徳
と
は
何
あ
〃

で
る
が
問
ふ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
身
慨
（
ｑ
胃
負
）
の
徳
で
は
な
く
て
糀
艸
（
号
尊
）
の
徳
（
唇
、
尋
）
で
あ
る
。
「
精
祁
仙

の
或
る
部
分
は
無
理
的
（
乱
登
ｓ
◎
ご
で
あ
り
、
或
る
部
分
は
有
無
的
（
３
ざ
『
・
て
野
層
）
で
あ
る
。
前
者
の
無
理
的
部
分
は
二
つ
に
．

恥
ト
マ
ス
の
幸
祁
諭
序
説
五
一
九

究
極
日
的
と
し
て
の
榊
に
秩
庁
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
」
（
’
一
〕
皇
国
畠
・
〔
一
・
画
．
国
．
⑩
．
月
忌
）
と
の
郵
由
に
よ
つ
一
」
杵
遡
的
善
に
は
幸
祁
は
な
い

と
ト
マ
ス
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。
か
や
ら
に
、
プ
ラ
ト
ン
學
派
の
云
ふ
善
の
イ
デ
プ
に
ト
マ
ス
は
幸
耐
の
問
題
を
問
ふ
て
ゐ
な
い
が
、
一

般
的
善
と
云
つ
一
」
も
、
ト
マ
ス
の
云
ふ
意
味
に
於
け
る
一
般
的
善
に
は
幸
服
の
有
無
を
問
鼻
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。

州
て
、
幸
脈
は
外
的
稗
に
も
、
内
的
善
の
知
性
的
幹
に
も
、
杵
迦
的
善
に
も
な
か
っ
た
。
然
ら
ば
果
し
て
何
腿
に
も
幸
脈
は
な
い
の
で

あ
る
か
。
否
、
我
灸
は
知
性
的
善
に
史
に
立
ち
入
っ
て
論
と
進
め
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
性
遂
も
っ
て
特
色
付
け
ら
れ
る
人
間
の

機
能
（
”
ミ
。
喧
）
の
何
た
る
か
滋
把
捉
す
る
時
幸
服
の
問
瑚
は
明
か
に
な
る
で
あ
ら
う
。

四
、
究
極
的
幸
幅
爲
呂
昌
協
匡
三
日
四
９
日
目
の
）

’
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「

狐
ト
マ
ス
の
幸
細
流
序
説
五
二
○

分
れ
、
一
方
は
締
養
柵
取
（
刊
、
轡
〔
胃
へ
）
と
成
育
（
＆
粋
Ｑ
臂
へ
）
と
の
部
分
で
生
物
一
般
に
共
通
で
あ
り
、
他
の
部
分
は
無
理
的
で
あ
り

乍
ら
或
る
仕
方
で
ロ
ゴ
ス
に
典
る
本
性
が
あ
る
。
即
ち
欲
求
的
部
分
（
３
号
黒
司
へ
息
追
）
乃
至
欲
州
的
部
分
（
３
野
へ
き
き
列
へ
恩
こ
で

あ
る
。
有
理
的
部
分
も
二
通
り
あ
る
。
自
ら
の
う
ち
に
ロ
ゴ
ス
遊
有
す
る
知
性
的
徳
ｓ
へ
胃
。
剣
へ
ズ
ミ
ミ
、
司
貝
）
と
父
親
の
云
ふ
と
こ
ろ

に
從
ふ
が
如
き
倫
理
的
徳
（
さ
へ
『
Ｂ
§
の
司
具
）
が
あ
る
。
知
性
的
徳
は
史
に
二
つ
に
分
れ
て
必
然
的
存
在
者
を
槻
想
（
許
§
鳥
喧
）
す
る
一

認
誠
的
部
分
（
乱
蔦
定
価
割
へ
Ｑ
翔
莨
◎
喧
へ
汽
言
）
と
随
意
的
存
在
考
を
槻
想
す
る
川
の
勘
考
的
部
分
（
３
彫
苦
言
ｑ
列
へ
恩
ら
で
あ
る
ｏ
」
（
諜

語
は
商
凹
二
郎
課
「
’
一
コ
マ
コ
ス
倫
抑
祭
に
從
”
ご
前
者
は
腫
理
認
識
で
あ
る
槻
想
知
で
あ
り
、
後
者
は
髄
践
的
認
識
で
あ
る
武
践
知
で
あ
る
ｏ

こ
れ
ら
粘
祁
の
う
ち
ロ
。
コ
ス
荘
有
つ
と
云
ふ
意
味
で
有
理
的
部
分
は
無
理
的
部
分
に
優
り
、
有
理
的
部
分
の
う
ち
知
性
的
徳
は
、
自
ら
の

ら
ち
に
ロ
ゞ
コ
ス
遊
有
つ
と
云
ふ
意
味
で
倫
理
的
徳
に
優
り
、
知
性
的
徳
の
う
ち
槻
想
知
は
、
必
然
的
存
在
者
左
槻
想
す
る
と
云
ふ
意
味
で

賓
践
知
に
優
り
、
浜
理
認
識
の
槻
想
知
滋
以
て
上
位
に
世
い
て
ゐ
る
。
か
く
し
一
」
人
間
的
徳
と
は
、
精
祁
の
部
分
で
あ
る
認
識
的
部
分
即

ち
狐
想
知
で
あ
り
、
そ
れ
は
眞
理
認
識
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
幸
耐
は
前
述
し
た
所
か
ら
糀
榊
の
活
動
に
脇
し
た
。
人
間
的
徳
は
，

今
述
べ
た
所
か
ら
精
祁
活
動
た
る
反
理
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
幸
祁
と
庭
理
認
識
と
は
開
係
し
來
り
、
又
こ
の
場
合
人
間
の
善
き
も
の

は
幸
祁
で
あ
る
の
で
、
善
、
反
理
、
幸
祁
は
相
五
に
關
係
荘
持
つ
こ
と
に
な
る
。

ト
マ
ス
も
、
以
上
の
如
き
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
索
に
沿
ひ
彼
の
論
議
滋
進
め
て
行
く
。
前
述
し
た
如
く
、
肉
磯
の
善
、
名
群
、
名
鑿

等
の
外
的
善
に
も
、
肉
樅
的
快
樂
、
逝
徳
的
行
爲
、
思
胆
の
行
爲
、
技
術
の
内
的
善
に
も
幸
脈
は
な
か
っ
た
。
蓋
し
、
人
間
は
知
性
的

被
造
物
で
あ
り
、
從
っ
て
人
間
の
問
有
の
働
き
は
知
性
包
昌
①
房
Ｃ
ｓ
叩
）
の
働
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
人
間
の
欲
望
（
号
印
昼
①
崗
旨
日
）
は

知
性
的
で
あ
る
限
り
度
理
認
識
す
る
こ
と
に
脇
し
て
ゐ
る
。
そ
の
興
理
も
第
一
虞
理
の
認
識
に
よ
っ
て
人
間
の
欲
望
は
靜
止
し
安
ら
ふ
の

で
あ
る
。
ト
マ
ス
は
こ
の
こ
と
逓
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
知
性
が
本
性
的
Ｓ
四
目
目
胃
①
『
）
に
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
の
凡
ゆ
る
も
の

1 1



●

q旬

シ
（
三
旨
．
い
ぶ
ご

は
、
第
一
興
理
の
直
観
つ
司
画
○
）
に
よ
っ
て
知
性
に
知
ら
れ
る
畔
、
人
間
凡
ゆ
る
欲
望
の
浦
足
は
な
し
と
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
」
〆
切
。

Ｑ
目
．
雷
）
か
く
し
て
第
一
眞
理
の
直
概
に
干
ろ
一
」
人
間
が
本
性
的
に
知
ら
ん
と
欲
す
る
知
性
作
用
も
安
ら
ひ
遊
得
る
の
で
あ
る
。
然
ら

ば
こ
の
第
一
浜
理
と
は
何
で
あ
る
か
。
第
一
腫
理
と
は
ト
マ
ス
で
は
肺
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
人
間
の
欲
望
は
神
の
直
槻
（
ぐ
陞
○
己
凰
）

に
よ
っ
て
先
全
に
炎
ら
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
て
ト
マ
ス
は
次
の
如
く
云
ふ
。
「
人
間
の
凡
ゆ
る
欲
望
は
榊
の
直
槻
か
ら
生
す
る
所
の
幸
禰

に
於
一
」
充
た
さ
れ
る
。
」
言
員
冒
．
雷
）
肺
は
泄
高
善
、
第
一
に
し
て
且
つ
敢
高
の
眞
理
で
あ
り
、
常
住
（
の
①
日
凰
訂
昌
眉
ｇ
に
し
て
永

速
（
鼬
①
訂
『
ロ
５
）
で
あ
る
。
か
Ｌ
る
性
格
は
究
極
的
幸
柵
の
性
格
を
滿
足
さ
せ
る
。
從
っ
て
ト
マ
ス
は
次
の
如
き
意
味
深
き
言
葉
な
述
べ

る
。
「
至
州
ａ
①
四
鼻
目
。
）
と
刺
と
は
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
肺
は
至
州
そ
の
も
の
で
あ
る
。
」
命
．
Ｃ
Ｏ
白
．
己
ら
か
上
る
榊
遊
目
的

對
象
と
し
、
そ
れ
に
典
る
も
の
は
妓
高
の
幸
祁
者
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
人
間
の
採
点
の
凡
ゆ
る
行
爲
は
目
的
と
し
て
の
こ
の
こ
と
（
眞

理
の
概
想
恥
○
○
具
①
日
豆
鼻
ご
く
①
昌
呉
厨
）
に
秋
序
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
」
缶
．
ｐ
・
昌
・
弓
）
こ
の
こ
と
は
「
人
間
の

究
極
的
幸
祁
は
諸
友
の
祁
的
な
る
も
の
の
考
案
に
從
ひ
押
栽
の
槻
照
６
８
５
日
巨
呉
さ
笛
巨
①
昌
国
ｇ
に
於
て
成
立
す
る
。
」
（
一
）
墓
．
旨
．

弓
）
か
く
し
て
「
人
間
の
究
極
的
幸
祁
爲
①
］
自
国
印
匡
言
日
四
９
日
目
印
）
は
肺
の
槻
照
８
．
日
①
日
亘
胃
ご
国
風
）
に
の
み
在
る
。
」
言
丘
《

貝
．
尋
）
人
間
の
究
極
的
幸
耐
た
る
榊
の
槻
脈
に
於
て
に
理
、
善
、
存
在
も
一
と
し
て
減
延
さ
れ
て
來
る
。
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
は
次
の
如

く
述
べ
て
ゐ
る
〉
「
こ
＆
に
於
て
ト
マ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
蕃
諭
と
幸
細
論
の
中
へ
、
人
間
の
妓
絡
極
鮎
と
度
の
幸
祁
に
關
し
聖
書

的
キ
リ
ス
ト
教
的
見
解
を
挿
入
し
て
ゐ
る
。
」
（
三
》
四
声
冒
冒
コ
ニ
“
国
二
己
年
二
侭
言
会
の
ぃ
三
曽
冒
昌
一
の
。
ざ
唱
鯉
。
号
ぃ
言
三
将
．
、
国
６
昌
斡
い
く
。
ゴ

ト
マ
ス
の
幸
脈
諭
は
榊
の
槻
雌
に
至
っ
て
そ
の
菰
軸
花
な
す
の
で
あ
る
。
こ
上
に
ト
マ
ス
の
幸
研
論
に
於
け
る
特
色
が
見
ら
れ
る
が
、

然
し
こ
れ
丈
け
で
は
ま
だ
ト
マ
ス
の
特
色
は
全
面
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
き
に
於
て
我
女
は
郡
ぴ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
眼
を

恥
ト
マ
ス
の
幸
脈
諭
序
挽
五
一
二

’
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●
1

隅
ト
マ
ス
の
幸
帆
揃
序
説
韮
一
二
一

丁

・

卿
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
幸
祁
と
は
究
極
的
徳
に
即
し
て
の
粘
祁
の
あ
る
活
動
で
あ
る
」
と
の
問
題
に
於
て
，

究
極
的
徳
の
前
に
人
間
的
徳
が
論
及
さ
れ
て
究
械
的
徳
の
問
趣
は
未
解
決
の
樅
に
雄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
究
極
的
徳
と
は
何
》

か
。
こ
上
に
於
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
コ
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
」
の
八
巻
か
ら
Ｋ
椎
の
問
題
へ
沙
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
リ
ス
ト
｜
プ

レ
ス
は
幸
脈
と
究
極
的
徳
と
の
關
係
遊
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
幸
爪
と
は
徳
に
即
し
て
の
活
動
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
樹
然
そ
れ

夕
〉
、

は
扱
高
の
徳
に
印
し
て
（
汽
爵
爲
創
喧
吾
月
・
Ｑ
さ
で
）
の
活
動
で
あ
る
。
し
か
し
て
峨
商
の
徳
と
は
妓
善
な
る
も
の
（
３
恩
へ
ｑ
さ
て
）
に
脇
岫

す
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
か
＆
る
徳
が
或
ひ
は
知
性
（
や
ｓ
ｏ
で
あ
ら
う
と
、
或
ひ
は
何
か
他
の
も
の
で
あ
ら
う
と
…
…
こ
の
も

ジ
グ
卓
、
凸
、

の
に
適
切
に
安
樹
す
る
徳
に
印
し
て
（
頁
３
４
造
・
畠
輌
へ
号
§
、
刑
、
）
〃
の
活
動
が
究
極
的
幸
禰
等
別
霞
Ｐ
ｍ
ｇ
Ｒ
へ
ミ
セ
《
Ｒ
）
で
あ
る
く

。

き
で
あ
ら
う
。
そ
の
活
動
が
純
粋
槻
照
的
た
も
の
己
艸
Ｓ
ミ
列
へ
尋
）
で
あ
る
：
・
・
：
。
」
負
三
．
Ｚ
ｎ
》
〆
『
』
巨
認
．
一
〕
・
画
ｌ
儲
）
§
し
か
し
て
前

述
の
認
識
的
部
分
の
糀
祁
即
ち
槻
想
知
は
純
粋
槻
照
に
到
つ
一
」
安
ら
ひ
、
そ
こ
に
究
極
的
幸
脈
が
あ
る
。
然
ら
ば
純
粋
槻
照
と
は
何
で
あ
ゞ

る
か
。
そ
の
問
題
が
「
’
一
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
」
Ｋ
巻
の
課
題
で
あ
る
。
究
極
的
幸
祁
左
ト
マ
ス
は
「
刑
の
観
照
」
に
あ
り
と
し
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
は
「
純
粋
槻
照
」
に
あ
り
と
す
る
。
州
者
の
問
題
を
對
質
す
る
時
ト
マ
ス
の
幸
祁
の
特
色
が
判
然
と
な
っ
て
來
る
で
あ
ら
う
。

從
っ
て
今
や
ト
マ
ス
幸
祁
論
の
中
核
た
る
「
祁
の
槻
脈
」
に
諭
鮎
を
架
中
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
そ
の

準
備
は
な
さ
れ
た
と
云
ふ
く
き
で
あ
ら
う
。

註
１
パ
ー
ネ
ッ
ト
の
コ
ー
コ
マ
コ
ス
倫
那
鼎
」
の
脚
批
に
よ
る
と
、
ぎ
誤
昌
と
云
ふ
言
莱
は
臆
税
的
命
巡
を
示
し
て
ゐ
る
。
更
に
冒
言
且
幸
誤
に
於

け
る
脚
註
を
見
る
と
、
。
ハ
ー
ネ
ッ
ト
は
ト
ピ
カ
（
］
８
．
－
〕
・
圏
）
た
引
川
し
て
臆
説
を
晩
肌
し
て
ゐ
る
。
「
臆
見
と
云
ふ
も
の
は
、
凡
ゆ
る
人
に
亦
は

大
多
欺
の
人
に
亦
は
辨
蒋
韮
に
、
凡
ゆ
る
亦
は
大
多
撤
の
亦
は
雌
も
よ
く
知
ら
れ
た
右
璃
な
将
若
逹
に
老
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ｏ
」
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
先
づ
か
上
る
闘
人
背
走
の
菩
遡
命
題
左
柑
い
て
、
「
稗
は
凡
ゆ
る
も
の
の
希
求
す
る
も
の
毎
、
あ
る
」
と
云
ふ
思
罵
月
の
碗
と
老
へ
ら
れ
る

１
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註
５
曽
揖
．
昌
一
三
里
の
○
三
○
（
盲
蜀
．
目
⑳

註
６
己
園
国
ゅ
（
幸
耐
）
と
胃
呉
冒
（
一
○
（
湿
哩
と
は
Ｍ
愈
沿
に
解
せ
ら
れ
る
・
・
（
唇
音
吋
揖
牌
冨
言
』
国
一
○
ョ
扇
陦
凶
ざ
。
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

で
は
前
新
は
小
爵
只
曇
§
く
へ
父
、
後
蒋
は
雫
”
誤
父
や
へ
段
に
机
術
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
新
は
俄
仙
上
の
面
で
あ
り
、
後
者
は
上
に
開
す
る
面
で
あ
る
。
ト
マ

ト

ス
で
は
明
瞭
に
腿
別
す
れ
ば
、
仙
新
は
一
般
的
趣
味
の
ｋ
か
ら
で
あ
り
、
後
新
は
水
激
的
愈
味
の
上
か
ら
で
あ
る
。
淨
祁
か
〕
ト
マ
ス
は
「
淨
祁
論
」

（
ｂ
、
胃
四
三
己
＆
己
の
》
２
〕
．
Ｆ
写
負
頁
○
一
○
蛎
扁
）
で
、
ロ
仏
一
合
○
唱
ご
昌
○
・
ロ
①
一
昌
一
の
。
一
一
○
】
ロ
①
一
罰
再
三
つ
『
ロ
①
一
己
ヨ
○
》
ｄ
ｏ
ご
曽
砺
ゞ
ロ
の
］
四
津
言
胃
巨
冒

秒
鼻
］
ｏ
２
８
コ
脅
異
昌
呉
ざ
の
七
つ
に
分
け
て
ゐ
る
。

註
７
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
フ
ー
コ
マ
コ
ス
倫
抑
嬢
」
参
・
の
．
邑
房
｝
〕
．
届
Ｉ
屋
）
で
、
「
外
的
稗
、
粘
洲
と
身
髄
に
開
す
る
燕
（
押
誤
＆
叩
・
淵
、
二
瞳
蚤
く

ｘ
興
一
ｑ
ｇ
Ｒ
）
」
と
２
一
ろ
に
分
け
て
ゐ
る
。
ト
マ
ス
は
明
脈
に
は
外
的
稗
と
内
的
稗
に
分
け
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

誰
８
「
川
染
喋
成
」
鋪
二
部
鋪
一
鋪
二
柿
飾
川
項
州
辮
に
於
て
、
外
的
神
が
淨
州
に
な
い
こ
と
の
抑
曲
か
．
批
・
へ
る
所
か
ら
派
祁
の
性
格
が
四
つ
に
云
は

れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
敢
闘
稗
で
あ
っ
て
他
の
悪
と
和
合
し
な
い
こ
と
、
ｎ
足
的
な
る
も
の
、
蛾
も
完
全
な
る
稗
、
迦
に
脇
さ
な
い
こ
と
の
四
つ
で
あ

言
莱
を
語
り
川
し
て
ゐ
る
・

註
２
ア
ヴ
ィ
ヶ
ン
ナ
に
よ
れ
ば
、
「
仔
在
者
（
の
コ
い
）
は
仔
在
（
＄
い
の
）
の
現
従
（
片
言
届
）
か
吟
取
ら
れ
る
が
、
班
物
（
『
①
叩
）
の
名
椛
は
汗
在
者
の
変

髄
（
名
一
量
冒
吻
）
乃
至
本
性
（
ロ
ロ
言
『
勢
）
を
あ
ら
は
す
。
」
（
ロ
⑦
ぐ
昌
冨
房
》
（
一
．
Ｈ
ゞ
弾
．
肖
．
ご
一
般
的
に
は
、
ト
マ
ス
で
は
存
在
者
、
存
在
、
事

物
は
岡
愈
語
に
僻
せ
ら
れ
る
。

註
３
房
菌
ｏ
の
定
義
、
フ
」
の
便
那
の
定
義
は
彼
の
《
・
冒
邑
目
今
『
ロ
の
鄙
三
○
コ

↓
↓
に
・
川
來
す
る
。
」
（
炭
ご
耳
呼
冒
］
房
や
口
圃
二
利
己
］
『
胃
嚴
ｉ
営
邑

圃
升
⑦
ロ
三
目
一
切
目
Ｏ
ｚ
⑦
９
コ
Ｐ
Ｃ
一
］
目
云
○
旨
己
ｍ
一
・
○
二
沙
（
官
冒
．
餌
。
目
角
盲
目
巴

註
４
の
１
鈩
掲
爵
言
旨
隙
ロ
⑦
帝
国
啄
呂
垣
ｇ
〕
①
↑
急
．

４
の
２
酉
盲
ゴ
ロ
い
の
定
義

る
。隅

ト
マ
ス
の
幸
州
諭
序
批

』

句
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〔
後
記
〕

梨
ト
マ
ス
の
幸
聞
耐
序
説
五
二
四

註
９
「
ｍ
罵
匁
や
具
魚
（
幸
祁
）
と
は
辿
硲
ギ
リ
シ
ャ
諾
で
は
よ
き
ダ
イ
モ
オ
ー
ン
（
身
省
こ
く
）
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
窓
味
し
て
ゐ
て
、
皿
つ
ダ
イ
モ
ー

ォ
ン
と
は
幸
迎
を
念
味
し
て
ゐ
る
。
そ
の
鋤
合
概
し
て
、
幸
祁
は
多
く
の
忙
俗
的
稗
を
趣
味
し
て
ゐ
て
、
ァ
」
の
迩
味
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
レ

ト
リ
ヵ
」
に
於
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
來
て
ゐ
る
様
に
忠
は
れ
る
他
の
趣
味
と
共
に
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
何
故
な
ら
ば
ギ
リ
シ
ャ
の
柑
學
新
逹
は
久

し
く
そ
の
古
い
言
葉
の
窓
韮
を
深
め
よ
う
と
努
め
て
來
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
ヘ
ラ
ク
ラ
イ
ト
ス
は
『
人
間
の
性
状
は
彼
の
ダ
イ
モ
オ
ー
ン
で
あ

る
』
と
言
ひ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
『
幸
細
は
羊
と
牛
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
紬
刺
が
ダ
イ
モ
オ
ー
ン
の
住
居
で
あ
る
』
と
主
狼
し
た
。
こ
れ
は
勿
論

プ
ラ
ト
ン
の
見
僻
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
て
そ
の
言
莱
の
商
揚
の
敢
後
の
段
階
は
ク
セ
ノ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
釉
祁
そ

の
も
の
が
ダ
イ
モ
オ
ー
ン
で
あ
り
、
か
く
し
て
、
詩
働
（
苦
く
貧
と
云
ふ
言
葉
は
新
し
い
色
調
の
愈
味
を
符
た
。
」
官
冒
．
星
の
、
衿
且
貝
『
○
号
ｇ
ｏ
ミ

ヨ
○
篇
．
宰
罠
酌
‐
ず
〉
噛
．
］
・
瞬
匡
討
目
負
・
）

高
田
三
郎
先
生
の
御
敏
示
に
よ
り
聖
ト
マ
ス
ヘ
關
心
を
得
、
髭
灘
儒
蒜
先
生
の
術
日
頃
の
慈
父
の
如
き
懇
漉
な
る
御
指
導
の
下
に
該
論
文
の
誕
生
の
運

び
と
な
っ
た
。
雨
先
生
の
學
恩
に
對
し
衷
心
感
謝
の
念
に
北
へ
な
い
。
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